
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

ら
で
は
の
さ
ま
ざ
ま
な
講
演

・
セ
ミ
ナ
ー
も
用
意
さ
れ
て

い
る
。
新
車
・
新
技
術
搭
載

車
両
展
示
は
、
最
新
技
術
を

搭
載
す
る
車
両
を
一
堂
に
集

め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
車
両
が
持

つ
技
術
を
学
べ
る
企
画
。
ま

た
、
学
生
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
の

Ｐ
Ｒ
な
ど
も
あ
る
。

こ
の
ほ
か
、
「
没
入
感
あ

ふ
れ
る
車
載
サ
ウ
ン
ド
＆
ビ

ジ
ュ
ア
ル
体
験
」
で
は
、
移

動
空
間
で
の
体
験
が
よ
り
一

層
注
目
さ
れ
る
中
、
立
体
音

響
や
映
像
美
を
通
じ
、
車
室

内
を
ホ
ー
ム
シ
ア
タ
ー
へ
と

変
貌
さ
せ
る
次
世
代
エ
ン
タ

ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
空
間
の
体

感
が
可
能
だ
。

マ
テ
リ
ア
ル
技
術
』
」
「
持

続
可
能
性
を
形
に
す
る
『
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
素
材
と
資
源
循

環
』
」
と
い
っ
た
テ
ー
マ
設

定
で
、
各
界
の
専
門
家
が
相

次
い
で
登
壇
す
る
。
素
材
関

連
の
産
業
集
積
や
研
究
の
厚

み
を
持
つ
中
部
地
域
の
特
長

を
生
か
し
、
各
種
材
料
関
連

の
最
新
知
見
が
披
露
さ
れ
そ

う
だ
。

さ
ら
に
、
リ
ア
ル
開
催
な

「
Ａ
ｇ
ｅ
ｎ
ｔ
ｉ
ｃ

Ａ
Ｉ

に
よ
り
、
さ
ら
に
進
化
す
る

自
動
車
」
（
ア
マ
ゾ
ン
ウ
ェ

ブ
・
サ
ー
ビ
ス
・
ジ
ャ
パ

ン
）
、
「
次
世
代
を
創
る
、

Ａ
Ｉ
の
原
動
力
」
（
エ
ヌ
ビ

デ
ィ
ア
）
、
「
パ
ナ
ソ
ニ
ッ

ク
グ
ル
ー
プ
に
お
け
る
ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
と
Ａ
Ｉ
技
術

の
取
組
み
」
（
パ
ナ
ソ
ニ
ッ

ク
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
）
、

と
い
っ
た
幅
広
い
テ
ー
マ
の

コ
ン
テ
ン
ツ
を
用
意
し
て
い

る
。ま

た
、
特
別
技
術
講
演
で

も
、
「
材
料
開
発
を
加
速
さ

せ
る
『
マ
テ
リ
ア
ル
ズ
・
イ

ン
フ
ォ
マ
テ
ィ
ク
ス
（
Ｍ

Ｉ
）
最
前
線
』
」
「
デ
ジ
タ

ル
体
験
を
具
現
化
す
る
『
次

世
代
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
・

感
性
材
料
』
」
「
パ
ワ
ー
ト

レ
イ
ン
の
多
様
化
を
支
え
る

『
高
機
能
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
材

料
』
」
「
構
造
革
新
を
加
速

さ
せ
る
『
超
軽
量
・
マ
ル
チ

融
合
が
、
新
し
い
価
値
と
サ

ー
ビ
ス
を
生
み
出
し
、
未
来

の
モ
ビ
リ
テ
ィ
を
リ
ー
ド
す

る
。
そ
ん
な
転
換
期
の
中
、

同
展
示
会
で
は
、
①
Ｄ
Ｘ
で

実
現
す
る
ク
ル
マ
の
進
化
②

ク
ル
マ
を
取
り
巻
く
社
会
・

サ
ー
ビ
ス
の
進
化
③
モ
ノ
づ

く
り
の
進
化
－
と
い
う
３
つ

の
視
点
か
ら
、
企
画
展
示
や

企
画
講
演
を
準
備
。
自
動
車

技
術
会
は
「
こ
れ
ま
で
の
枠

を
超
え
た
新
し
い
共
創
の
可

能
性
を
体
感
し
て
ほ
し
い
」

と
期
待
し
て
い
る
。

講
演
で
は
、
「
Ｄ
Ｘ
時
代

に
お
け
る
製
品
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
の
取
り
組
み
」
（
デ
ン
ソ

ー
）
、
「
Ａ
Ｘ
時
代
の
組
織

・
人
材
開
発
」
（
Ｐ
ｗ
Ｃ
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
）
、
「
隠

れ
た
Ａ
Ｉ
で
高
め
る
モ
ビ
リ

テ
ィ
の
魅
力
」
（
東
京
大
学

大
学
院
）
、
「
フ
ィ
ジ
カ
ル

Ａ
Ｉ
革
命
」
（
名
古
屋
大
学

モ
ビ
リ
テ
ィ
社
会
研
究
所)


同
展
示
会
に
は
、
自
動
車

メ
ー
カ
ー
を
は
じ
め
、
部
品

サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
や
素
材
・
化

学
メ
ー
カ
ー
Ｉ
Ｔ･

ソ
フ
ト

ウ
エ
ア
な
ど
、
業
界
内
外
の

企
業
が
出
展
す
る
。
会
場
に

は
自
動
車
産
業
の
枠
に
と
ら

わ
れ
な
い
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
未

来
を
支
え
る
多
彩
な
最
新
技

術
や
製
品
が
並
び
そ
う
だ
。

特
に
、
年
初
の
米
ラ
ス
ベ

ガ
ス
で
開
催
さ
れ
た｢

Ｃ
Ｅ

Ｓ
２
０
２
６｣
で
も
注
目
を

集
め
た
フ
ィ
ジ
カ
ル(
物
理)

Ａ
Ｉ(

人
工
知
能)

を
含
め


Ａ
Ｉ
関
連
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

し
た
展
示
は
多
そ
う
だ

主

催
者
展
示
で
も
Ａ
Ｉ
や
ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
ク
ラ
ウ
ド
ロ
ボ

テ
ィ
ク
ス
な
ど
が
概
観
さ
れ

る
。自

動
車
産
業
は
、
こ
れ
ま

で
と
は
異
な
る
技
術
に
よ
り

大
き
く
姿
を
変
え
つ
つ
あ

る
。
自
動
運
転
や
テ
レ
マ
テ

ィ
ク
ス
の
進
化
に
と
ど
ま
ら

ず
、
新
た
な
技
術
領
域
と
の

Ａ
Ｉ
と
Ｓ
Ｄ
Ｖ
は
、
浮
か

び
上
が
る
課
題
が
共
通
し
て

い
る
。
そ
れ
は
「
全
体
を
ど

う
管
理
す
る
か
」
だ
。

Ａ
Ｉ
が
開
発
へ
入
り
込

み
、
ソ
フ
ト
規
模
が
増
大

し
、
車
両
全
体
が
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
化
さ
れ
る
。
個
別
技
術

は
進
歩
し
て
い
る
が
、
そ
れ

ら
を
統
合
し
て
一
台
の
車
と

し
て
成
立
さ
せ
る
難
易
度
は

む
し
ろ
高
ま
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
近
年
存
在
感
を

増
し
て
い
る
の
が
Ｍ
Ｂ
Ｓ
Ｅ

だ
。
複
雑
化
し
た
シ
ス
テ
ム

全
体
を
モ
デ
ル
化
し
、
開
発

初
期
か
ら
整
合
性
を
確
保
す

る
考
え
方
だ
。
た
だ
し
、
Ｍ

Ｂ
Ｓ
Ｅ
も
万
能
で
は
な
い
。

導
入
コ
ス
ト
、
人
材
不
足
、

モ
デ
ル
維
持
負
荷
な
ど
の
課

題
は
依
然
と
し
て
残
る
。
Ａ

Ｉ
を
導
入
す
れ
ば
開
発
が
簡

単
に
な
る
わ
け
で
は
な
く
、

む
し
ろ
開
発
管
理
の
重
要
性

は
増
し
て
い
る
。

サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
の
役
割
も

変
わ
る
。
従
来
の
よ
う
に
個

別
部
品
を
供
給
す
る
だ
け
で

は
な
く
、
車
両
全
体
の
ア
ー

キ
テ
ク
チ
ャ
ー
や
ソ
フ
ト
と

の
整
合
を
考
慮
し
な
が
ら
価

値
を
提
供
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
。 い


統
合
Ｅ
Ｃ
Ｕ
や

高
性
能
プ
ロ
セ
ッ
サ

ー
を
搭
載
す
れ
ば
発

熱
は
増
え

電
力
消

費
も
大
き
く
な
る


高
速
通
信
に
は
ノ
イ

ズ
対
策
も
必
要
だ


ソ
フ
ト
が
高
度
化
す

る
ほ
ど

熱
設
計
や

配
線
設
計

電
源
設

計
な
ど
の
難
易
度
も

上
が
る

Ｓ
Ｄ
Ｖ
は

ソ
フ
ト
の
話
で
あ
り

な
が
ら
実
際
に
は
機
械･

電

気･

電
子･

ソ
フ
ト
を
統
合
す

る
総
合
技
術
と
も
言
え
る


珍
し
く
な
く
な
り
、
各
社
の

関
心
は
実
現
手
法
へ
移
っ
て

い
る
。

従
来
の
自
動
車
は
機
能
ご

と
に
Ｅ
Ｃ
Ｕ
が
存
在
し
た

が
、
Ｓ
Ｄ
Ｖ
で
は
こ
れ
ら
を

集
約
し
、
中
央
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
で
統
合
制
御
す
る
と
い

う
考
え
方
が
進
む
。
ソ
フ
ト

更
新
に
よ
る
機
能
追
加
や
性

能
向
上
も
対
応
し
や
す
く
な

る
。
し
か
し
、
そ
こ
に
は
新

た
な
課
題
が
生
ま
れ
る
。

例
え
ば
ソ
フ
ト
基
盤
だ
。

ブ
レ
ー
キ
や
ス
テ
ア
リ
ン
グ

な
ど
の
制
御
に
は
リ
ア
ル
タ

イ
ム
性
が
必
要
だ
が
、
ア
プ

リ
や
Ｏ
Ｔ
Ａ
（
無
線
更
新
）

に
は
ス
マ
ホ
の
よ
う
な
柔
軟

性
が
求
め
ら
れ
る
。
両
者
を

ど
う
共
存
さ
せ
る
の
か
は
、

多
く
の
企
業
が
共
通
し
て
挙

げ
る
テ
ー
マ
だ
。
Ｏ
Ｔ
Ａ
の

普
及
に
よ
っ
て
、
自
動
車
開

発
の
考
え
方
そ
の
も
の
も
変

わ
る
。
出
荷
後
も
ソ
フ
ト
更

新
が
続
き
、
不
具
合
対
応
や

検
証
作
業
が
終
わ
ら
な
い
。

あ
る
エ
ン
ジ
ニ
ア
は
「
車
両

が
常
時
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
状
態

に
な
る
よ
う
な
も
の
」
と
表

現
す
る
。

さ
ら
に

ソ
フ
ト
中
心
に

見
え
る
Ｓ
Ｄ
Ｖ
が

逆
に
ハ

ー
ド
の
重
要
性
を
浮
か
び
上

が
ら
せ
て
い
る
点
も
興
味
深

Ｓ
Ｄ
Ｖ
も
似
た
道
を
た
ど

る
。
横
浜
展
で
も
、
ゾ
ー
ン

ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
ー
や
統
合

Ｅ
Ｃ
Ｕ
（
電
子
制
御
ユ
ニ
ッ

ト
）
、
車
載
Ｏ
Ｓ
（
基
本
ソ

フ
ト
）
、
仮
想
化
技
術
な
ど

の
展
示
が
数
多
く
並
ん
だ
。

Ｓ
Ｄ
Ｖ
と
い
う
言
葉
自
体
は

進
展
し
て
も
熱
や
電
力
の
制

約
は
消
え
な
い
。
自
動
車
は

ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
で
は
な

く
、
人
を
乗
せ
て
実
世
界
を

走
る
工
業
製
品
だ
。

今
年
の
人
と
く
る
ま
の
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
展
で
は
、
Ａ
Ｉ

や
Ｓ
Ｄ
Ｖ
の
普
及
そ
の
も
の

に
加
え
て
、
そ
の
先
に
あ

る
、
自
動
車
産
業
の
新
し
い

競
争
軸
が
見
え
て
い
る
。

金
に
価
値
を
見
い
だ
す
の
か

は
見
え
て
お
ら
ず
、
開
発
費

や
保
守
負
担
の
増
加
を
懸
念

す
る
声
も
聞
か
れ
る
。

展
示
会
で
提
示
さ
れ
る
の

は
、
派
手
な
未
来
像
だ
け
で

は
な
く
、
現
場
で
技
術
を
成

立
さ
せ
る
た
め
の
地
道
な
取

り
組
み
だ
。
Ａ
Ｉ
が
ど
れ
だ

け
進
化
し
て
も
、
安
全
性
は

不
可
欠
で
あ
り
、
Ｓ
Ｄ
Ｖ
が

数
年
前
、
自
動
車
業
界
は

Ｓ
Ｄ
Ｖ
に
大
き
な
期
待
を
寄

せ
て
い
た
。
機
能
課
金
や
サ

ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
収
益
へ

の
期
待
も
強
か
っ
た
。
し
か

し
現
在
で
も
、
そ
の
収
益
モ

デ
ル
は
な
お
不
透
明
だ
。
ユ

ー
ザ
ー
が
ど
こ
ま
で
継
続
課

仕
様
書
解
析
な
ど
、
従
来
は

エ
ン
ジ
ニ
ア
が
時
間
を
か
け

て
い
た
業
務
を
Ａ
Ｉ
が
支
援

す
る
提
案
が
相
次
い
だ
。
モ

デ
ル
ベ
ー
ス
開
発
（
Ｍ
Ｂ

Ｄ
）
や
モ
デ
ル
ベ
ー
ス
シ
ス

テ
ム
ズ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

（
Ｍ
Ｂ
Ｓ
Ｅ
）
と
組
み
合
わ

せ
、
開
発
工
数
削
減
を
狙
う

構
想
も
目
立
つ
。

Ａ
Ｉ
活
用
が
広
が
る
ほ

ど
、
安
全
性
や
説
明
責
任
の

重
要
性
も
高
ま
る
。
会
場
で

は
、
Ａ
Ｉ
を
導
入
す
る
段
階

で
は
な
く
、
「
Ａ
Ｉ
を
量
産

開
発
へ
ど
う
落
と
し
込
む

か
」
と
い
う
新
た
な
フ
ェ
ー

ズ
が
見
え
た
。

名
古
屋
展
に
先
行
し
て
開

か
れ
た
「
人
と
く
る
ま
の
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
展
２
０
２
６
横

浜
」
で
も
、
生
成
Ａ
Ｉ
、
ソ

フ
ト
ウ
エ
ア
・
デ
フ
ァ
イ
ン

ド
・
ビ
ー
ク
ル
（
Ｓ
Ｄ
Ｖ
）

な
ど
の
最
新
ト
レ
ン
ド
が
紹

介
さ
れ
た
。

従
来
の
展
示
会
で
は
「
Ａ

Ｉ
が
開
発
を
変
え
る
」
「
Ｓ

Ｄ
Ｖ
で
ク
ル
マ
は
ス
マ
ホ
に

な
る
」
と
い
っ
た
期
待
先
行

の
提
案
が
中
心
だ
っ
た
。
し

か
し
今
年
は
、
「
ど
う
安
全

性
を
保
証
す
る
の
か
」
「
量

産
で
本
当
に
回
る
の
か
」

「
誰
が
責
任
を
負
う
の
か
」

と
い
っ
た
実
務
的
な
課
題

も
、
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
た
。
Ａ
Ｉ
と
Ｓ
Ｄ
Ｖ
の

本
格
普
及
を
踏
ま
え
、
現
実

論
が
重
要
に
な
っ
て
い
る
。

横
浜
展
で
は
Ａ
Ｉ
関
連
展

示
の
規
模
は
過
去
最
大
級
と

な
っ
た
。
車
載
ソ
フ
ト
開
発

支
援
、
テ
ス
ト
自
動
化
、
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
設
計
支

援
、
材
料
開
発
な
ど
、
ほ
ぼ

全
て
の
分
野
で
Ａ
Ｉ
活
用
が

掲
げ
ら
れ
た
。
も
は
や
Ａ
Ｉ

そ
の
も
の
は
差
別
化
要
因
で

は
な
く
、
開
発
プ
ロ
セ
ス
の

前
提
技
術
に
な
り
つ
つ
あ

る
。特

に
目
立
つ
の
が
、
生
成

Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
開
発
効
率

化
だ
。
ソ
フ
ト
コ
ー
ド
生

成
、
テ
ス
ト
ケ
ー
ス
作
成
、

特集

展
開
。
約
３
万
人
の
来
場
を
見
込
ん
で
い
る
。
最
先
端
技
術
と
車
両
が
一
堂
に

会
し
、
特
別
展
示
や
特
別
技
術
講
演
を
は
じ
め
と
す
る
多
彩
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を

体
感
で
き
る
。
次
世
代
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
を
通
じ
て
社
会
課
題
を
解
決
す
る
各
社

の
提
案
に
、
注
目
が
集
ま
る
。

自
動
車
技
術
会
が
主
催
す
る
自
動
車
技
術
展
「
人
と
く
る
ま
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
展
２
０
２
６
名
古
屋
」
が
、
17
日
か
ら
19
日
ま
で
の
３
日
間
、
愛
知
県
常
滑

市
の
ア
イ
チ
ス
カ
イ
エ
キ
ス
ポ
（
愛
知
県
国
際
展
示
場
）
で
開
催
さ
れ
る
。
国

内
外
か
ら
５
４
０
社
超
の
出
展
社
・
団
体
が
集
ま
り
、
１
１
０
０
小
間
以
上
を


日
か
ら
３
日
間
ア
イ
チ
ス
カ
イ
エ
キ
ス
ポ
で


日
か
ら
３
日
間
ア
イ
チ
ス
カ
イ
エ
キ
ス
ポ
で

新
た
な
共
創
多
彩
な
企
画･

展
示

国内外から540社超の出展

前
回
の
も
よ
う
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す
る
。
ス
キ
ン
パ
ッ
ク
包
装

材
「
ハ
イ
ミ
ラ
ン
」
を
活
用

し
、
非
食
品
分
野
に
お
け
る

ス
キ
ン
パ
ッ
ク
包
装
の
新
た

な
用
途
提
案
に
よ
り
、
素
材

と
装
置
を
組
み
合
わ
せ
た
共

創
の
取
り
組
み
を
紹
介
。

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
エ
リ
ア

で
は
、
３
Ｄ
プ
リ
ン
テ
ィ
ン

グ
向
け
材
料
「
Ｔ
Ａ
Ｆ
Ｎ
Ｅ

Ｘ

Ａ
Ｍ
」
な
ど
を
活
用
し

た
部
品
開
発
支
援
を
展
開
。

ペ
レ
ッ
ト
材
料
を
直
接
用
い

る
造
形
方
式
に
も
対
応
し
、

材
料
メ
ー
カ
ー
と
し
て
の
強

み
を
生
か
し
た
提
案
を
行

う
。
繊
維
強
化
樹
脂
な
ど
同

社
の
材
料
群
を
活
用
し
、
少

量
多
品
種
生
産
へ
の
対
応
な

ど
新
た
な
モ
ビ
リ
テ
ィ
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
。

横
浜
・
名
古
屋
の
両
会
場

で
展
開
す
る
。
ブ
ー
ス
で
は

シ
ー
ス
ル
ー
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
活
用

し
た
演
出
も
取
り
入
れ
、
来

場
者
の
視
覚
に
訴
え
る
展
示

と
す
る
。

取
り
組
み
の
社
会
実
装
が
進

ん
で
い
る
こ
と
を
示
す
。

協
業
・
共
創
エ
リ
ア
で

は
、
ス
キ
ン
パ
ッ
ク
包
装
が

可
能
な
吉
川
工
業
の
真
空
包

装
機
の
装
置
を
展
示
す
る
と

と
も
に
、
実
機
を
用
い
た
デ

モ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施

る
。
原
料
は
す
べ
て
マ
ス
バ

ラ
ン
ス
方
式
に
よ
る
バ
イ
オ

マ
ス
材
や
リ
サ
イ
ク
ル
材
が

採
用
さ
れ
て
お
り
、
幅
広
い

分
野
へ
の
展
開
例
を
紹
介
し

三
井
化
学
は
「
人
と
く
る

ま
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
展
２
０

２
６
名
古
屋
」
で
、
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
（
Ｃ
Ｎ
）

や
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ

ー
（
Ｃ
Ｅ
）
、
デ
ジ
タ
ル
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

（
Ｄ
Ｘ
）
を
軸
に
、
素
材
単

体
に
と
ど
ま
ら
な
い
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
提
案
を
打
ち
出

す
。
ブ
ー
ス
は
Ｃ
Ｎ
・
Ｃ
Ｅ

特
設
、
協
業
・
共
創
、
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
の
３
エ
リ
ア
で

構
成
す
る
。

Ｃ
Ｎ
・
Ｃ
Ｅ
分
野
で
は
、

従
来
の
パ
ネ
ル
中
心
の
展
示

か
ら
一
歩
進
み
、
実
物
を
展

示
し
見
て
触
れ
て
体
感
で
き

る
ブ
ー
ス
構
成
と
す
る
。
大

手
コ
ン
ビ
ニ
や
小
売
り
、
ブ

ラ
ン
ド
オ
ー
ナ
ー
な
ど
で
採

用
さ
れ
て
い
る
レ
ジ
袋
、
食

品
包
材
、
食
器
、
飲
料
ボ
ト

ル
な
ど
を
中
心
に
展
示
す

出
展
の
見
ど
こ
ろ

タ
ッ
フ
と
の
対
話
に
お
い

て
、
通
訳
者
を
介
す
る
こ
と

な
く
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
円
滑

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

可
能
に
す
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
で
あ
る
。
対
応
言
語
は
英

語
に
と
ど
ま
ら
ず
、
複
数
の

ア
ジ
ア
諸
国
の
言
語
を
含
む

40
言
語
以
上
に
及
び
、
グ
ロ

ー
バ
ル
に
展
開
す
る
企
業
の

あ
ら
ゆ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
場
面
を
カ
バ
ー
し
て
い

る
。
さ
ら
に
、
カ
ス
タ
ム
用

語
集
機
能
を
活
用
す
る
こ
と

で
、
自
動
車
・
製
造
業
に
特

化
し
た
専
門
用
語
や
社
内
固

有
の
用
語
に
つ
い
て
も
、
高

い
精
度
で
の
翻
訳
が
実
現
で

き
る
。

Ｄ
ｅ
ｅ
ｐ
Ｌ
ブ
ー
ス
で
は

随
時
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
を
実
施
し
て
お
り
、
Ａ
Ｉ

音
声
翻
訳
の
精
度
と
使
い
や

す
さ
を
実
際
に
体
験
で
き

る
。
導
入
事
例
の
紹
介
や
導

入
に
関
す
る
ご
相
談
も
受
け

付
け
て
い
る
。

リ
ア
ル
タ
イ
ム
音
声
翻
訳
サ

ー
ビ
ス
「
Ｄ
ｅ
ｅ
ｐ
Ｌ

Ｖ

ｏ
ｉ
ｃ
ｅ
」
を
新
た
に
紹
介

す
る
Ｄ
ｅ
ｅ
ｐ
Ｌ

Ｖ
ｏ
ｉ

ｃ
ｅ
は
、
海
外
拠
点
と
の
オ

ン
ラ
イ
ン
会
議
や
外
国
人
ス

る
。本

展
示
会
で
は
、
高
精
度

な
文
書
翻
訳
機
能
に
加
え
、

Ｄ
ｅ
ｅ
ｐ
Ｌ
（
デ
ィ
ー
プ

エ
ル
）
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ビ

ジ
ネ
ス
を
支
え
る
言
語
Ａ
Ｉ

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
提
供

す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
Ａ
Ｉ
企
業

で
あ
る
。
20
万
社
を
超
え
る

企
業
と
数
百
万
人
の
個
人
ユ

ー
ザ
ー
が
、
Ｄ
ｅ
ｅ
ｐ
Ｌ
の

言
語
Ａ
Ｉ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
を
日
々
の
業
務
に
活
用
し

て
お
り
、
言
語
の
壁
を
越
え

た
シ
ー
ム
レ
ス
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
と
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
の
実
現
を
支
援
し
て

い
る
。
先
進
的
な
Ａ
Ｉ
モ
デ

ル
と
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
グ

レ
ー
ド
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
を
融

合
さ
せ
る
こ
と
で
、
Ｄ
ｅ
ｅ

ｐ
Ｌ
は
あ
ら
ゆ
る
組
織
が
市

場
・
文
化
・
言
語
の
障
壁
を

越
え
、
シ
ー
ム
レ
ス
に
グ
ロ

ー
バ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
で

き
る
環
境
を
提
供
し
て
い
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